
   

   

   

   

   

平成１４年１２月２５日 
生 産 局

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食品規格・毒性合同部会におけるりんご果汁に係るかび
毒（パツリン）に関する検討結果を踏まえた農林水産省の対応について 

１ 本日、厚生労働省において、標記合同部会が開催され、その結果、食品衛生法の規定に基
づき、りんごジュース及び清涼飲料水の原料用りんご果汁に含まれるパツリンを５０ppb以下
とする規格基準を設定することとされた。 
 
２ この審議結果を踏まえ、今後、厚生労働省において、パブリックコメント、ＷＴＯ通報等
を行った上で、パツリンの規格基準が設定される予定である。 
 
３ なお、農林水産省としても、りんご果汁のパツリン汚染実態調査を実施し、その結果を厚
生労働省に情報提供したところである。 
 
 【汚染実態調査の結果】 
 （１）市販りんごジュース（100％果汁）（全130件） 
 合計６件からパツリンが検出され、最高で26ppbであった。 
 なお、国産42件からはパツリンは検出されなかった。 
 （２）原料濃縮果汁（全25件） 
 外国産17件のうち、オーストリア産１件から55ppb、３件から微量のパツリンが検出され
た。 
 なお、国産８件からはパツリンは検出されなかった。 
 
４ 農林水産省としては、りんご果汁の供給における安全性を確保する観点から、今後、パツ
リンに汚染されたりんご果汁が生産・流通されることがないよう、関係機関等に対し、以下の
取組について指導していく方針である。 
 
（１）原料りんご果実のパツリン汚染の防止 
 りんご果実の生産者は、傷果発生防止のための丁寧な収穫・出荷、選果段階における腐敗果
の選別等の徹底に努めること。 
 また、りんご果実の加工業者は、果実保管時の温湿度管理、果実の洗浄、腐敗果の除去等の
徹底に努めること。 
 
（２）パツリン汚染りんご果汁の流通の防止 
 りんご果汁の製造業者、輸入業者等は、パツリンに汚染されたりんご果汁の流通を防止する
ため、上記（１）の実施状況の確認、自主的なパツリン検査の実施、検査証明書の添付等に努
めること。 
 
 
 

問い合わせ先：生産局果樹花き課 横田、穴井 
       （代表）０３（３５０２）８１１１ 
          （内線）３６１２、３６２６ 
        直通 ０３（３５０１）３０８１

（参考）パツリンについて 
 
 
１ 「パツリン」とは青かび類の一種が作り出すかび毒であり、りんご果汁を汚染することが
知られている。 
 
２ 我が国では、りんご果汁についてパツリンの規制値は設定されていないが、欧州諸国を中
心にりんご果汁等を対象に規制値が設定されており、そのほとんどが５０ppbである。 

 また、コーデックス委員会においても、基準値を５０ppb（注）とすることについて検討され
ている。 



 
３ パツリンの毒性については、動物実験において、消化管の充血、出血、潰瘍等の症状が認
められている。 
 
４ なお、国際がん研究機関（IARC）では、パツリンをグループ３（人に対する発がん性につ
いて分類できないもの）としている。 
 
 
（注）ＦＡＯとＷＨＯによる合同専門家会議において、人が生涯摂取し続けても安全と見込ま
れる量（最大耐容摂取量）として、暫定的に一日当たり体重１kg当たり0.4μgと設定している
ことを踏まえて検討されているもの。 
 なお、これは、体重50kgの人であれば、50ppbに汚染された果汁を約400ml毎日飲み続けても
人体に対する有害な影響が現れないとされるものである。 
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りんご果汁中におけるパツリン汚染実態調査結果報告

独立行政法人 農林水産消費技術センター

（要旨）

りんご果汁中に存在するかび毒のパツリンの濃度の実態を把握する目的で，市販りんごジ

100 AOAC2000.02ュース ％果汁 及び原料濃縮果汁の分析調査を実施した 分析法としては（ ） 。 ，

に若干の変更を加えた 法で実施したが，本法の分析精度についてはかなり良好なものHPLC

であると考えられた。市販りんごジュース（ ％果汁）では，調査した 件中 件から100 130 6

パツリンが検出されたが，濃度は最高で であった。また，原料濃縮果汁では，調査26ng/ml

25 4 55ng/mlした 件中 件からパツリンが検出されたが，その中に外国産の原料濃縮果汁で

（ 規格のジュース（ ％果汁）相当に希釈して測定）検出したものがあった。JAS 100

１．調査目的

パツリンはりんごに付着する 属， 属等のカビに由来するカビ毒で，Aspergillus Penicillium

毒性に関しては，動物実験において，消化管の充血，膨張，出血，潰瘍等の症状が認められ

ている。海外においては，果汁を製造する際に汚染されたりんご原料からパツリンが混入す

る可能性があるため，これまでりんご果汁中のパツリンの汚染実態調査が行われ，いくつか

の国々では基準値が設定されている。また， 委員会においても現在基準値の設定につCodex

いて議論されているところである。しかしながら，国内で流通するりんご果汁における調査

データは少ない。そこで，ここでは業務用の原料濃縮果汁及び国内で一般に市販されている

りんごジュース（ ％果汁）についてパツリン濃度の調査を実施した。100

２．試料

（１）市販りんごジュース（ ％果汁）100

日本全国のデパート，スーパーマーケット等の小売り店舗で計 件を購入した。なる130

べく同一の銘柄を重複しないように購入したが，一部製造ロットの異なる同じ銘柄のもの

も含まれている。その内訳は国産原料のもの 件，外国産原料のもの 件，産地表示の42 16

ないもの 件であった。72

（２）原料濃縮果汁

業者から提供された原料果汁計 件を使用した。その内訳は国産原料のもの 件，外25 8

国産原料のもの 件であった。17

３．分析方法

（１）分析法の選定

現在，国内に公定分析法はないが，諸外国で公定法として採用されている方法は表 に1

示すように 法がほとんどである。ここでは， 法のうち，カラム等を使用せずHPLC HPLC

簡便であること，権威ある機関の公定法であること，比較的新しい方法であること等の理

由から 法を採用した。 法には と があるが，共に酢酸エチルでAOAC AOAC 995.10 2000.02

抽出し，炭酸ナトリウムで洗浄する方法であり原理的には同一のものである。今回は，使

AOAC2000.02用する器具等が消費技術センターの現状に合っていること等の理由から，

を採用し，これに準じて分析を行った。

ただし， では，混濁果汁はペクチナーゼ処理をすることが記載されていAOAC2000.02

るが，同様の前処理を行う では分析中にエマルジョンを生じる場合にペクチAOAC995.10
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表１．諸外国におけるパツリンの公定分析法

Methods Patulin Repeatability Reproducibility Extraction Purification Detection Quantity
( ) ( ) ( ) ( )μ g/l g/l g/l limit g/lμ μ μ

Official French notstated notstated Etylacetate Silicagelcolumn HPLC 20
MethodNFV76- confirmation
116Nov.1985 byTCL

AOACOfficial notstated notstated Etylacetate Silicagelcolumn TCL 20
Method974.18

AOACOfficial 20Tg/l 12.9 16.5 Etylacetate Washingwithsodium HPLC 10
Method995.10 50Tg/l 18.5 32.2 carbonate UV detection

100Tg/l 29.4 56.6
200Tg/l 66.4 78.4

ISO 8128-2:1993 33.4 41 Etylacetate+ Silicagelcolumn TLC 25
chloroform

ISO 8128-1:1993 40Tg/l 8.9 10.5 Etylacetate Washingwithsodium HPLC 10
207Tg/l 41.9 47.5 carbonate UV detection

Official Swiss notstated notstated Etylacetate Washingwithsodium HPLC 5-10
method carbonate UV detection
Mitt.Gebiete
Lebensm

( )Hyg.75,506 1984

Official Swiss notstated notstated Extrelut Silicagelcolumn HPLC 5-10
Method UV detection
Mitt.Gebiete
Lebensm

( )Hyg.75,506 1984

（ 食品添加物汚染物質部会 ， より）CODEX PositionPaper CX/FAC 99/16 1998

ナーゼ処理をするとの記載があり，今回すべて試料で分析中に容易に解消しないエマルジ

ョンは発生せず，また，後述する回収試験においても回収率の低下はほとんど見られなか

ったことから，ペクチナーゼ処理は行わなかった。また，最終検液量は液量の変動等によ

る誤差を低減するために とした。2ml

（２）機器及び器具

HPLC Waters 2690 996 PDA装置： 型及び 型

分光光度計：島津 型UV-2500PC

ロータリーエバポレーター： 型Buchi RotavaporR-114

振とう機： 型Taitec SR-2W

分液漏斗： 容100ml

（３）試薬

酢酸エチル：関東化学，高速液体クロマトグラフィー用

エタノール：関東化学，高速液体クロマトグラフィー用

硫酸ナトリウム（無水 ：関東化学，残留農薬試験用）

％炭酸ナトリウム溶液：炭酸ナトリウム(無水，和光純薬，特級) を の水1.5 1.5g 100ml

（ ）に溶かした。Mili-Q

二クロム酸カリウム：和光純薬，容量分析用，含量 ％99.98

HPLC 60 Mili-Q 0.095用溶離液：過塩素酸 含有量 ％ 関東化学 精密分析用 を水 に（ ， ， ） （ ）

％の割合で溶解し，更にこれをアセトニトリル（関東化学，高速液体クロマトグラフ

ィー用）と下記の 条件に従って混合した。HPLC



- 3 -

酢酸水（ ：水（ ）に酢酸（関東化学，特級）を溶かして に調整した。pH4 Mili-Q pH4）

パツリン保存標準液：パツリン標準品（関東化学，純度 ％） を酢酸エチルに溶99 5mg

かし， のメスフラスコに移し，酢酸エチルで定容した。 ℃で冷凍保存した。25ml -20

パツリン校正標準液（約 ：パツリン保存溶液 を窒素気流下で蒸発，乾10 g/ml 1000 lµ µ）

固し，直ちに残渣をエタノール に溶かした。これの正確な重量濃度を決定する20ml

ために， の記載内容に従い，既知濃度の二クロム酸カリウム溶液を分AOAC2000.02

光光度計で測定して補正係数を求めた後，校正標準溶液の吸光度を測定し，パツリン

の吸光係数から標準溶液の濃度を決定した。 ℃で冷凍保存した。-20

パツリンＬＣ用標準液：一連の のメスフラスコ中にマイクロピペットでパツリン校5ml

正標準溶液の ， ， ， 及び をそれぞれとり，酢酸水（ ）で標線ま250 200 125 50 25 l pH4µ
で希釈し，栓をして激しく振とうして混合した。これらの溶液はパツリンをそれぞれ

， ， ， 及び 含む。これらの標準はバイアルに移して 分析に0.5 0.4 0.25 0.1 0.05 g/ml LCµ
供した。 用標準溶液は，用時ごとに調製した。LC

5- HMF HMF 98 5mg 25mlヒドロキシメチルフルフラール 溶液： 関東化学 純度 ％ を（ ） （ ， ）

の酢酸エチルに溶かした。

パツリン溶液：マイクロピペットでパツリン校正標準溶液 及び 溶液HMF- 100 l HMFµ
， ， （ ）100 l 10ml pH4µ を のメスフラスコに移し 窒素気流中で溶媒を留去し 残渣を酢酸水

で定容した。

10ml試料

20ml← 酢酸エチル
３回

← １分間振とう抽出

(水層) (有機層合体)

4ml← 炭酸ナトリウム溶液

← 分間振とう0.5

(水層) (有機層)

5ml← 酢酸エチル

← 分間振とう0.5

(水層) (有機層)

← 脱水（ ）Na SO2 4

10ml 2← 酢酸エチル ×

（ 層洗浄）Na SO2 4

← 濃縮・乾固

pH4 2ml← 酢酸水（ ）

分析HPLC

図１．パツリン分析のフローチャート
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（４）分析操作の概要

透明果汁については，果汁試料をよく混合し，これをピペットで 採取し，その後10ml

は前記の方法（図 参照）に従って分析を行った。1

混濁果汁については，果汁をよく混合し，その一部（ 程度）を遠心管にとり，遠30ml

心分離（ ）した後，ピペットで 採取し，その後は透明果汁と同様に操作を行5000rpm 10ml

った。

濃縮果汁については，濃縮倍率に従って還元してから ％果汁と同様に測定した。な100

お，分析結果は還元果汁中の濃度で算出した。

条件HPLC

Waters Puresil C 4.6 250 mmカラム ： 製 ， ×18

測定波長 ： ～ （定量： ）210 400nm 276nm

カラム温度： ℃35

移動層 ：分析用； ％ （ ％ ：アセトニトリル（ ： ）0.095 PCA 60 97 3）

カラム洗浄用；同（ ： ）50 50

1 ml/min流速 ：

50 l注入量 ： μ

（５）分析機関

分析については （独）農林水産消費技術センターの本部，小樽センター，岡山HPLC ，

センターの 試験所で分担して担当した。 による確認分析については，東京都立3 GC-MS

衛生研究所に依頼した。

４．分析法の性能及び精度管理

（１）クロマトグラム

2 HMF 276nm AOAC図 にパツリン・ 混合標準液の におけるクロマトグラムを示した。

では，クロマトグラムにおいてパツリンと のピークが完全に分離することを2000.02 HMF

求めており，これを十分に達成していた。

図 には高濃度（ ）のパツリン検出試料（ （表６参照 ，図 には痕跡量3 55ng/ml #155 4））

（算出値 ）のパツリン検出試料（ （表５参照 ）のクロマトグラムを同様に示12ng/ml #125 ）

した。実際の試料においては， 以外にも，パツリンのピークの直後（ ： 分付HMF RT 16.2

近）にピークが出現するが，このピークとも十分な分離を示していた。また，図 には検5

出限界未満の試料のクロマトグラムを示した。

（２） スペクトルUV

図 にパツリン標準溶液（ ，図 には高濃度（ ）のパツリン検出試料6 250ng/ml 7 55ng/ml）

（ ，図 には痕跡量（算出値 ）のパツリン検出試料（ ）の スペクト#155 8 12ng/ml #125 UV）

ルをそれぞれ示した。

7 8 6 276nm図 及び の検出試料中のパツリンのスペクトルは，図 の標準のそれと同じ

に最大吸収を示したが，短波長側においては検出試料中のパツリンのスペクトルの形状は

パツリンの標準のそれと少々異なっていた。この理由については一般試料では短波長側で

吸収を持つ物質の影響を受けているためと考えられる。しかしながら， よりも長波250nm

長においては標準のスペクトルとほぼ一致したスペクトルを示すことから， での測276nm

定には影響がないと考えられる。
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（３）検量線及び回収率

図 にパツリンの検量線を示した。 ～ の濃度範囲（試料中の ～9 50 500ng/ml 10ng/ml

に相当）において良好な直線性が得られた。100ng/ml

また，表 に透明果汁及び混濁果汁に対する２種類の濃度における回収率を示した。2

表２．回収試験結果（n = 2）

回収率（％）
試料 添加量(ng/ml)

1 2

47.0 93 91
透明果汁

90 9023.5

47.0 92 93
混濁果汁

23.5 88 82

（４）試験所間クロスチェック

前記のように，今回 ヶ所の農林水産消費技術センター（本部，小樽センター，岡山セ3

20ng/ml 3 3ンター）で分析を実施したが，定量限界の 以上検出した試料 件についてこの

3 100所間においてクロスチェックを実施したところ，表 のような結果となった。なお，

％果汁( )については試料量が少なかったため ヶ所で実施した。#69 2

の式から 及び における室間再現性（相対標準偏差）を算出するHorwits 50ng/ml 25ng/ml

と，それぞれ 及び ％となる。これと比較すると，今回の結果はかなり良好なものと25 28

考えられる。

表３． 以上の検出試料によるクロスチェック結果20ng/ml

試験所 ％果汁( ) ％果汁( ) 濃縮果汁( )100 #69 100 #128 #155

25 26 21 20 54 56本部

18 19 50 47小樽

26 26 15 17 48 45岡山

（ ，単位： ）n = 2 ng/ml

（参考）

技能試験試料の分析FAPAS

のパツリン分析技能試験（ ）終了後の試料を購入し，今回分FAPAS Series 16 Round 14

析を担当した 所で分析を実施した。この分析結果について，試料に添付されていた3

及び （Ｚ≦ の範囲）の値に基づいて各測定値のＺスAssigned Value Satisfactory Range | | 2

コアを算出したところ，表 のとおりであった。4

なお，現在 のパツリン分析技能試験（ ）に参加し，現在試FAPAS Series 16 Round 15

験を実施中である。分析値の評価結果が出るのは平成 年 月の予定である。15 2
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表４． 技能試験試料によるクロスチェック（ ，単位： ）FAPAS n = 2 ng/ml

Ｚスコア）測定値（
試験所

1 2

（ ）本部 （ ）23 0.1 23 0.1

（ ）小樽 （ ）19 0.7 20 0.5

（ ）岡山 （ ）22 0.1 22 0.1

※ 添付データ

Assigned Value X ng/ml Satisfactory Range 12.6 32.3ng/ml（ ：） 22.5 ： ～
－

No. of labs producing X 41：
－

（５）定量限界及び検出限界

では，パツリン濃度が 以上の試料について適用すべきことが明記AOAC2000.02 25ng/ml

20ng/mlされている しかしながら 前記のように分析試験所間のクロスチェックの結果。 ， ，

程度の試料においてもかなり良好な再現性が見られたことから，定量限界を とし20ng/ml

た。また，検出限界については，一般試料のクロマトグラム（ ）における 比か276nm SN

10ng/ml PDAら判断すれば， よりも低い濃度においても設定可能である。しかしながら，

のスペクトルによる確認が困難であることから に設定した。10ng/ml

（６） による確認分析GC-MS

今回分析した試料のうち、定量限界以上のパツリンを検出した試料（ 及び ）#128 #155

について， による確認分析を実施した（ については、確認分析に必要な量が残GC-MS #69

存していなかったため、実施できなかった 。）

その結果， スペクトルによりこれがパツリンであることを確認した。MS

SIM #128 10ng/g #155さらに モードで定量を行ったところ 市販りんごジュース は， ， （ ） 、

（原料濃縮果汁）は であった。330ng/g

なお， の結果を試料の還元倍率（ 倍）から 規格のジュース あたりの濃度#155 7 JAS 1g

47ng/g 1.04 1mlに換算すると となるが さらにこれを還元した当該ジュースの比重 から， （ ）

あたりの濃度に換算すると となる また の結果を当該ジュースの比重( )49ng/ml #128 1.13。 、

から同様に換算すると となる。11ng/ml

前述のように， 分析は東京都立衛生研究所に分析を依頼したが，分析法の概要GC-MS

50g 10g 100mlは次のとおりである すなわち 試料 に塩化ナトリウム を加え 酢酸エチル。 ， ，

で 回抽出した後に溶媒を留去し，これを の酢酸エチルに溶解した。その を取2 2.5ml 1ml

り，ヘキサン を加え，生成した不溶物をろ過した後， シリカゲル及びフ9ml Sep-Pak plus

ロリジルを連結したカラムに負荷し，これをヘキサン・酢酸エチル（ ： ） で洗浄4 1 10ml

してから酢酸エチル で溶出した。溶媒を留去した後， ％ 酢酸エチル溶液10ml 0.25 BSTFA

0.5ml GC-MS SIM m/zを加えてシリル化し これを に注入して分析した なお 定量 には， 。 ， （ ）

のシグナルを用いた。226
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５．りんご果汁中のパツリン濃度調査結果

（１）市販りんごジュース（ ％果汁）100

市販りんごジュース（ ％果汁）のパツリン濃度の調査結果を表 に示した。100 5

今回分析した 件のうち，６件からパツリンが検出された。130

外国産果汁 件のうち，１件から ，１件から痕跡量のパツリンが検出された。16 20ng/ml

また，産地表示のないもの 件のうち，１件から ， 件から痕跡量のパツリンが72 26ng/ml 3

検出された。

国産原料表示の製品 件についてはすべて検出限界未満であった。42

（２）原料濃縮果汁

原料濃縮果汁中のパツリン濃度について， 規格のジュース（ ％果汁）相当に希JAS 100

釈して測定した調査結果を表 に示した。6

今回分析した 件のうち， 件からパツリンが検出された。25 4

外国産の原料濃縮果汁 件のうち，１件から ， 件から痕跡量のパツリンが検17 55ng/ml 3

出された。

国産の原料濃縮果汁 件についてはすべて検出限界未満であった。8











表５．市販りんごジュース（100％果汁）調査結果一覧
（１）

試料＃ 産地表示 果汁タイプ 濃縮還元/ｽﾄﾚｰﾄ 内容量 結果(ppb) 備考

1 国内産 混濁 ミックス 200ml 紙パック ND

2 国内産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ND

3 国内産 混濁 濃縮還元 190g 缶×2 ND

4 オランダ産 透明 濃縮還元 200ml 紙パック ND

5 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

6 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

7 表示なし ミックス 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

8 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ND

9 表示なし 混濁 濃縮還元 300ml 紙パック ND

10 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ND

11 表示なし 透明 濃縮還元 1.5L PET ND

12 表示なし 混濁 濃縮還元 250ml 紙パック ND

13 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml PET ND

14 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ND

15 表示なし 混濁 濃縮還元 160g 缶 ND

16 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

17 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ND

18 表示なし 透明 濃縮還元 500ml 紙パック ND

19 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ND

20 表示なし 混濁 濃縮還元 125ml 紙パック ND

21 表示なし ミックス 濃縮還元 200ml 紙パック ND

22 表示なし ミックス 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

23 表示なし 透明 濃縮還元 190g 缶 ND

24 国内産 透明 ストレート 135ｇ 缶 ND

25 国内産 混濁 ストレート 200ml 紙パック ND

26 国内産 混濁 ストレート 500ml ガラスびん ND

27 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ産 透明 濃縮還元 2000ml PET ND

28 国内産 混濁 ストレート 250g 紙パック ND

29 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ND

30 国内産 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

31 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

32 表示なし 透明 濃縮還元 200ml 紙パック ND

33 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

34 表示なし ミックス 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

35 表示なし 混濁 濃縮還元 100ml 紙パック×４ ND 幼児用

36 国内産 混濁 濃縮還元 900ml ガラスびん ND

37 表示なし 混濁 濃縮還元 930g PET ND

38 表示なし ミックス 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

39 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

40 国内産 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ND

41 国内産 混濁 濃縮還元 195g 缶 ND

42 表示なし 混濁 濃縮還元 500ml 紙パック ND

43 国内産 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

44 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック Tr

45 アメリカ産 透明 ストレート 296ml ガラスびん ND

46 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

47 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

48 表示なし 混濁 濃縮還元 1500ml 紙パック ND

49 中国産 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ND

50 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック Tr

51 国内産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ＮＤ

52 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

53 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

54 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

55 表示なし ミックス 濃縮還元 500ml 紙パック ＮＤ

56 表示なし 混濁 濃縮還元 250ml ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｯﾌﾟ ＮＤ

57 国内産 混濁 ストレート 190g 缶 ＮＤ

58 国内産 混濁 ストレート 180g 袋 ＮＤ
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（２）
試料＃ 産地表示 果汁タイプ 濃縮還元/ｽﾄﾚｰﾄ 内容量 結果(ppb) 備考

59 表示なし 混濁 濃縮還元 500ml ガラスびん ＮＤ

60 国内産 混濁 ストレート 720ml ガラスびん ＮＤ

61 表示なし 混濁 濃縮還元 700ml 紙パック ＮＤ

62 表示なし 透明 濃縮還元 100ml ｶﾞﾗｽびん×３ ＮＤ 幼児用
63 国内産 混濁 ミックス 250g 缶 ＮＤ

64 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

65 表示なし 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ＮＤ

66 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

67 中国産 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

68 表示なし 混濁 ミックス 1000ml 紙パック ＮＤ

69 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック 26

70 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

71 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

72 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

73 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙LLパック ＮＤ

74 アメリカ産 透明 ストレート 1.5L ガラスびん ＮＤ

75 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

76 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

77 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

78 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml ガラスびん ＮＤ

79 国内産 混濁 ミックス 　280g 缶 ＮＤ

80 表示なし 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

81 国内産 混濁 ストレート 1001ml ガラスびん ＮＤ

82 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

83 表示なし 混濁 濃縮還元 395g 缶 ＮＤ

84 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ＮＤ

85 表示なし 混濁 ストレート 250ml ガラスびん ＮＤ

86 表示なし 透明 濃縮還元 900ml PET ＮＤ

87 国内産 混濁 ストレート 160g 缶 ＮＤ

88 表示なし 透明 濃縮還元 200ml 紙パック ＮＤ

89 国内産 混濁 ストレート １８０ml 紙パック ＮＤ

90 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

91 表示なし 混濁 濃縮還元 １８０ml 紙パック ＮＤ

92 カナダ産 透明 ストレート 1.89L PET ＮＤ

93 アメリカ産 透明 濃縮還元 1.90L PET ＮＤ

94 アメリカ産 透明 ストレート 340ml 缶 ＮＤ

95 南アフリカ産 透明 ストレート 1000ml 紙ＬＬパック ＮＤ

96 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ＮＤ

97 表示なし 混濁 濃縮還元 100ml 紙パック×４ ＮＤ 幼児用
98 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙ＬＬパック ＮＤ

99 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

100 表示なし 透明 濃縮還元 45ml ポリパック ＮＤ

101 表示なし 透明 濃縮還元 250ml 紙パック ＮＤ

102 国内産 混濁 ストレート 500ml ガラスびん ＮＤ

103 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ産 透明 濃縮還元 2000ml PET ＮＤ

104 南アフリカ産 透明 濃縮還元 200ml ガラスびん ＮＤ

105 国内産 透明 ストレート 250ml ガラスびん ＮＤ

106 表示なし 透明 ストレート 250ml ガラスびん ＮＤ

107 国内産 混濁 ストレート 160g 缶 ＮＤ

108 国内産 混濁 ストレート 190g 缶 ＮＤ

109 国内産 混濁 ストレート 200ml 紙パック ＮＤ

110 国内産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ＮＤ

111 表示なし 混濁 ストレート 250g 缶 ＮＤ

112 表示なし 混濁 濃縮還元 135g 缶 ＮＤ

113 表示なし 透明 濃縮還元 200ml 紙パック ＮＤ

114 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

115 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

116 国内産 透明 ストレート 780ml ガラスびん ＮＤ

117 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

118 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック Ｔｒ
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（３）
試料＃ 産地表示 果汁タイプ 濃縮還元/ｽﾄﾚｰﾄ 内容量 結果(ppb) 備考

119 アメリカ産 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

120 国内産 混濁 ストレート 1000ml ガラスびん ＮＤ

121 国内産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック ＮＤ

122 国内産 混濁 ストレート 500ml ガラスびん ＮＤ

123 表示なし 透明 濃縮還元 1000ml 紙パック ＮＤ

124 表示なし 透明 濃縮還元 190g 缶 ＮＤ

125 表示なし 混濁 濃縮還元 1000ml 紙パック Ｔｒ

126 表示なし 透明 濃縮還元 190g 缶×２ ＮＤ

127 国内産 透明 濃縮還元 100ml びん×３ ＮＤ 幼児用
128 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ産 混濁 ストレート 1000ml 紙パック 20

129 表示なし 混濁 濃縮還元 200ml 紙パック ＮＤ

130 表示なし 混濁 濃縮還元 500ml 紙パック ＮＤ

表６．原料濃縮果汁調査結果一覧

試料＃ 産地表示 果汁タイプ 還元倍率 結果 (ppb)

131 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

132 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

133 国内産 透明 ５倍 ＮＤ

134 国内産 混濁 ストレート ＮＤ

135 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

136 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

137 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

138 国内産 混濁 ４倍 ＮＤ

139 中国産 透明 ７倍 ＮＤ

140 中国産 透明 ７倍 ＮＤ

141 中国産 透明 ７倍 ＮＤ

142 中国産 透明 ７倍 ＮＤ

143 中国産 混濁 ４倍 ＮＤ

144 中国産 透明 ７倍 ＮＤ

145 アメリカ産 透明 ７倍 Tr

146 アメリカ産 混濁 ５.５倍 ＮＤ

147 アメリカ産 混濁 ４倍 ＮＤ

148 アメリカ産 透明 ７倍 Tr

149 オーストリア産 透明 ７倍 ＮＤ

150 オーストリア産 透明 ７倍 ＮＤ

151 オーストリア産 混濁 ４倍 ＮＤ

152 チリ産 透明 ７倍 Ｔｒ

153 チリ産 混濁 ４倍 ＮＤ

154 ドイツ産 透明 ７倍 ＮＤ

155 オーストリア産 透明 ７倍 55
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